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嵐
山
寮
は
今
年
4
月
で
創
立
63
周
年
を
迎
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
迎
え
ら
れ
た
の
も
ご
利

用
者
、
ご
家
族
、
地
域
住
民
の
皆
様
、
関
係
団

体
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
は
、
最
近
の

嵐
山
寮
の
状
況
や
思
う
事
を
お
伝
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
に
今
年
度
現
在
ま
で
の
特
筆
す
べ

き
事
と
し
て
、「
大
阪
北
部
地
震
」「
台
風
到
来
」

「
西
日
本
豪
雨
」「
猛
暑
」
と
い
う
異
常
気
象
で

の
出
来
事
で
す
。
様
々
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆

様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
れ
も
深
刻

な
出
来
事
で
し
た
が
、
西
日
本
豪
雨
で
は
、
河

川
の
増
水
や
土
地
の
浸
水
が
懸
念
さ
れ
て
避
難

所
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
交
通
機
関
の
運
休
や

道
路
の
通
行
規
制
が
長
時
間
あ
り
、
出
勤
で
き

な
い
、
帰
れ
な
い
職
員
が
発
生
し
て
勤
務
変
更

を
し
て
何
と
か
や
り
く
り
し
ま
し
た
。
改
め
て
、

個
々
の
職
員
の
役
割
の
尊
さ
と
重
要
性
を
認
識

し
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
チ
ー
ム
員
の
協
力
と

理
解
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
関
連
で
、
西

日
本
豪
雨
の
復
興
の
た
め
、
岡
山
県
知
事
か
ら

の
依
頼
に
よ
る
京
都
府
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム

（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
8
月
に
嵐

山
施
設
部
養
護
課
井
垣
潤
也
課
長
が
班

長
と
し
て
倉
敷
市
に
5
日
間
支
援
に
入

り
ま
し
た
。
福
祉
の
目
的
は
、「
人
々
の

生
活
課
題
の
解
決
に
共
に
支
援
を
す

る
」
で
あ
り
、
正
し
く
今
回
は
そ
の
実

践
の
た
め
に
猛
暑
の
中
出
向
い
て
く
れ

ま
し
た
。

第
二
と
し
て
、
6
月
に
京
都
労
働
局

長
、
京
都
上
労
働
基
準
監
督
署
長
等
の

役
職
員
の
方
が
、
嵐
山
寮
を
訪
問
さ
れ

ま
し
た
。
目
的
は
、
働
き
方
改
革
実
現

に
向
け
て
取
組
み
の
増
々
の
推
進
へ
の

要
請
と
取
材
の
た
め
で
す
。
法
人
と
し

て
、
Ｎ
Ｏ
残
業
デ
ー
の
実
施
や
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
勤
務
コ
ー
ス
を
選

択
で
き
正
規
職
員
と
し
て
短
時
間
勤
務

制
度
が
活
用
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
職

コ
ー
ス
、
男
性
職
員
の
育
児
休
業
の
取

得
増
加
、
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
で
き
る
組

織
づ
く
り
、
人
材
育
成
の
仕
組
み
作
り

の
取
組
み
等
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

基
に
意
見
交
換
し
、
記
事
に
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
人
材
確
保
と
育
成
は
全

産
業
の
喫
緊
の
課
題
で
す
が
今
後
も
努

力
し
よ
う
、
と
思
え
る
機
会
で
し
た
。

第
三
に
、
近
畿
老
人
福
祉
施
設
研
究

協
議
会
奈
良
大
会
が
7
月
に
あ
り
ま
し

た
。
私
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
研
究
発

表
と
し
て
計
53
発
表
あ
り
、
法
人
よ
り

2
つ
の
発
表
を
し
ま
し
た
。
養
護
老
人

ホ
ー
ム
か
ら
加
茂
智
次
支
援
員
と
小
園

龍
平
生
活
相
談
員
が
「
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
お
け
る
自
立
支
援
の
取
り
組
み
〜

施
設
内
就
労
の
仕
組
み
作
り
〜
」
を
行

い
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
小
規
模
多

機
能
施
設
さ
が
の
か
ら
川
﨑
綾
香
介
護

職
員
が
「
小
規
模
多
機
能
施
設
が
地
域

貢
献
で
き
る
こ
と
〜
柔
軟
な
発
想
で
唯

一
の
「
さ
が
の
」
と
い
う
存
在
〜
」
を

発
表
し
ま
し
た
。
落
ち
着
い
て
日
頃
の

実
践
と
考
察
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
発
表
機
会
は
、施
設
・
事
業
所
・

発
表
者
が
成
長
を
遂
げ
ら
れ
、
延
い
て

は
ご
利
用
者
等
に
還
元
で
き
る
事
な
の

で
法
人
と
し
て
推
奨
し
て
い
ま
す
。

第
四
で
は
、
7
月
に
高
野
山
奥
の
院

に
あ
る
「
八
葉
塔
」
に
生
前
よ
り
希
望

さ
れ
て
い
た
ご
利
用
者
の
方
々
の
納
骨

に
行
き
ま
し
た
。
寺
本
理
事
長
・
木
村

施
設
長
・
ご
利
用
者
と
職
員
代
表
計
11

名
が
出
向
き
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
て
来
ま
し
た
。
法
人
で
墳
墓
を
有

し
て
い
る
所
は
数
少
な
い
と
思
い
ま
す

人
材
確
保
と
育
成
等
で
汗
を
掻
き
つ
つ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嵐
山
寮
は
頑
張
っ
て
い
ま
す

　
　

 

総
合
施
設
長　

山　

岸　

孝　

啓
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が
、
ご
利
用
者
の
安
寧
に
繋
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
毎
月
1
日
に
嵐
山
寮
で

誕
生
会
、
10
日
に
感
謝
祭
、
21
日
に
御

影
供
（
み
え
く
）
を
行
い
、
勤
行
を
し

て
い
ま
す
。

第
五
に
今
年
4
月
よ
り
、
京
福
電
気

鉄
道
（
通
称
嵐
電
）
の
帷
子
ノ
辻
駅
内

北
野
線
側
に
法
人
各
施
設
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
看
板
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
4
つ
の
拠
点
が
わ
か
り
や
す

く
写
真
も
綺
麗
と
好
評
で
す
。
ま
た
、

北
野
線
鳴
滝
駅
到
着
時
に
車
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
「
嵐
山
寮
う
た
の
」
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。「
長
寿
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
嵐
山
寮
う
た
の
で
す
」
と
流
れ
ま

す
の
で
ど
ち
ら
も
気
に
か
け
て
見
聞
き

し
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で
す
。

最
後
に
、
各
拠
点
で
名
前
は
違
い
ま

す
が
夏
祭
り
を
し
て
い
ま
す
。
猛
暑
の

中
、
た
く
さ
ん
の
地
域
住
民
の
方
の
ご

協
力
を
得
て
行
え
て
い
る
事
を
喜
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

うたの盆踊り大会に出演の鳴滝太鼓の皆さん
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☆ 

事
業
内
容
・
定
員
・

 
役
員
・
職
員

【
嵐
山
拠
点
】

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
75
名
）

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
嵐
山
寮
（
30

名
）

・ 

嵐
山
寮
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業

（
14
名
）

・
嵐
山
寮
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

・ 

嵐
山
寮
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
35
名
）

・
嵐
山
寮
居
宅
介
護
支
援
事
業

【
嵯
峨
野
拠
点
】

・ 

京
都
市
嵐
山
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
京
都
市
委
託
）

・ 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
さ

が
の
（
登
録
29
名
、
通
い
18
名
、
宿

泊
7
名
）

【
広
沢
拠
点
】

・ 

嵐
山
寮
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ろ

さ
わ
（
定
員
29
名
）

・ 

嵐
山
寮
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
ひ

ろ
さ
わ
（
定
員
10
名
）

・ 

嵐
山
寮
小
規
模
多
機
能
施
設
ひ
ろ
さ

わ
（
登
録
29
名
、
通
い
18
名
、
宿
泊

7
名
）

・ 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
広

沢
ヒ
ル
ズ
（
定
員
8
名
）

【
宇
多
野
拠
点
】

・ 

嵐
山
寮
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う
た

の
（
定
員
１
１
０
名
）

・ 

嵐
山
寮
短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
う

た
の
（
定
員
10
名
）

・ 
嵐
山
寮
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
う
た
の

・ 

社
会
福
祉
法
人
嵐
山
寮
う
た
の
診
療
所

《
役
員
》

理
事
長
：
寺
本
演
夫

理　

事
：
6
名

監　

事
：
2
名

評
議
員
：
7
名

《
職
員
》

総
合
施
設
長
：
山
岸
孝
啓

（
嵐
山
拠
点
）
施
設
長
：
木
村　

悦
子

職
員
数
：
３
３
４
名

 

（
平
成
30
年
4
月
1
日
現
在
）

☆
組
織
図

平
成
29
年
事
業
報
告
書
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☆ 
嵐
山
寮
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

 
「
ふ
れ
ん
ど
」
京
都
市
表
彰

平
成
30
年
1
月
9
日　

ホ
テ
ル
オ
ー

ク
ラ
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
京
都
市

社
会
福
祉
大
会
」
に
て
嵐
山
寮
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
「
ふ
れ
ん
ど
」
が
社
会
福

祉
事
業
協
助
者
と
し
て
市
長
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

普
段
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
様
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
本
当
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

嵐
山
寮
は
、
今
後
も
地
域
の
方
々
の

協
力
の
も
と
、
地
域
福
祉
の
貢
献
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

☆ 

京
都
府
福
祉

 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
ム
ー
ビ
ー
出
演

京
都
府
が
福
祉
業
界
の
仕
事
の
幅
広

さ
と
面
白
さ
、
将
来
性
や
や
り
が
い
に

つ
い
て
き
ょ
う
と
福
祉
人
材
育
成
認
証

制
度
上
位
認
証
法
人
を
中
心
に
動
画
を

制
作
。
嵐
山
寮
か
ら
も
養
護
ご
利
用
者

と
職
員
数
名
が
出
演
し
て
い
ま
す
。

☆
嵐
電
帷
子
ノ
辻
駅
看
板
設
置
等

嵐
山
寮
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
、
嵐
電
「
帷
子
ノ
辻
」

駅
に
電
飾
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
同

時
に
嵐
電
「
鳴
滝
」
駅
に
到
着
す
る
際

の
「
嵐
山
寮
う
た
の
」
下
車
駅
を
伝
え

る
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
開
始
し
ま
し

た
。

校了_機関誌嵐山No.33.indd   4校了_機関誌嵐山No.33.indd   4 2018/09/05   10:24:442018/09/05   10:24:44



（5）

☆
人
材
育
成

介
護
技
術
研
修

京
都
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
さ
ん
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
介
護
技
術
に
つ
い
て

基
礎
か
ら
実
技
ま
で
4
回
シ
リ
ー
ズ
で

実
施
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
理
学
療

法
士
に
よ
る
内
部
フ
ォ
ロ
ー
も
実
施
し

て
、
継
続
的
な
修
得
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
共
生
社
会
に
関
す
る
研
修
実
施

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
職
員
対
象

に
外
部
講
師
に
よ
る
研
修
を
実
施

中
堅
職
員
対
象
研
修
開
始

3
年
目
〜
リ
ー
ダ
ー
候
補
に
対
す
る

研
修
を
強
化
し
ま
し
た
。

☆
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
へ
の

 

サ
ー
バ
ー
移
設
完
了

☆
地
域
公
益
活
動
①

養
護　

地
域
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
開
始

29
年
度
よ
り
主
に
ご
利
用
者
と
地
域

の
方
と
の
交
流
を
目
的
に
、
ご
利
用
者

対
象
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
放
し

て
、
い
ろ
ん
な
作
品
づ
く
り
を
通
じ
て

交
流
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
月
1
回
開
催

し
て
い
ま
す
。

【移設前】
サーバー自体の老朽化
拠点サーバー保守・管理
保守管理・コスト増
（嵐山拠点）建物等老朽化
水害等の懸念

→データセンターへの移設

【移設後】
サーバー集約、一括管理
災害時の安全性
既存建物立替等の影響無

→事業運営の安定性向上
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嵐
山
包
括　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

 

養
成
講
座
等

平
成
29
年
9
月
27
日
嵯
峨
野
児
童
館

に
て
「
地
域
子
育
て
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業 

〜
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
他
に
も
学

校
や
地
域
で
認
知
症
高
齢
者
に
対
す
る

理
解
を
深
め
る
研
修
等
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

嵐
山
・
広
沢
・
宇
多
野
拠
点
に
て

 

介
護
福
祉
相
談
会
を
開
催

地
域
の
方
々
に
気
軽
に
介
護
や
福
祉

に
つ
い
て
相
談
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
か
ら
、
嵐
山
・
広
沢
・
宇
多
野
拠
点

に
て
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
、
ま
た
毎
月
定

期
的
に
相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

☆
地
域
公
益
活
動
②

〝
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
〞
の
開
放

嵯
峨
野
・
広
沢
・
宇
多
野
拠
点
に
は

敷
地
内
に
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
、
イ
ベ
ン
ト
時
の
解
放
や
地
域
の
方

が
利
用
頂
け
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
居
ら
れ
、
地
域
に

開
か
れ
た
施
設
を
目
指
す
当
法
人
に

と
っ
て
は
大
変
喜
ば
し
い
事
で
す
。
広

沢
拠
点
で
は
決
め
ら
れ
た
日
時
で
カ

フ
ェ
も
開
催
、
ま
た
介
護
予
防
教
室
の

会
場
と
し
て
定
期
的
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

地
域
交
流
カ
フ
ェ
開
催

地
域
交
流
を
目
的
と
し
た
カ
フ
ェ
を

各
拠
点
に
て
開
催
。
嵐
山
拠
点
「
く
る

ま
み
ち
カ
フ
ェ
（
毎
月
不
定
期
）」、
広

沢
拠
点
「
カ
フ
ェ
そ
わ
か
（
毎
週
月
・

金
）」、嵯
峨
野
拠
点
「
虹
色
ク
ロ
ー
バ
ー

カ
フ
ェ
（
第
1
・
3
木
）」
を
定
期
的

に
開
催
。

嵐山拠点嵐山拠点

宇多野拠点宇多野拠点

広沢拠点広沢拠点

嵐山拠点
「地域ふれあいホール」

嵐山拠点
「くるまみち」

広沢拠点
「そわか」

広沢拠点
「喫茶そわか」

嵯峨野拠点
「地域開放カフェ　虹色クローバー」

宇多野拠点
「地域交流ホール」
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4 月  1 日 誕生会　人事発令式　入職式 25日 物故者法要
 6 日 ひろさわお花見（広沢社協主催） 28日 サ高住広沢ヒルズ昼食会
10日 感謝祭 10月  1 日 誕生会
17日 サ高住広沢ヒルズ昼食会  2 日 内定式
17日 創立記念式典 10日 感謝祭
18日 演芸大会 21日 御影供
21日 御影供 27日 職員会議
27日 事業計画説明会 29日 第 36回モギ店

5月  1 日 誕生会 11月  1 日 誕生会
 9 日 春のレクリエーション（宇多野）  4 日 理事会
10日 感謝祭 10日 感謝祭
11日 春のレクリエーション（嵐山） 11日 亀山千代祥月命日法要
13日 家族会総会（広沢・嵯峨野） 14日 ひろさわ 6周年記念【地域向け】
14日 家族会総会（宇多野） 18日 ひろさわ 6周年記念【ご家族向け】
16日 ボランティアの会ふれんど総会 20日 ボーリング大会（嵐山）
17日 春のレクリエーション（宇多野） 21日 御影供
21日 御影供 12月  1 日 誕生会
22日 春のレクリエーション（広沢） 10日 感謝祭
24日 決算監事会 14日 第三者評価受診（嵐山）
24日 春のレクリエーション（宇多野） 20日 ご利用者忘年会
27日 決算役員会 21日 御影供

6月  1 日 誕生会 22日 第三者評価受診（広沢）
10日 感謝祭 25日 クリスマス会
13日 サ高住広沢ヒルズ昼食会 27日 もちつき大会
14日 青葉祭 28日 職員会議
17日 定時評議員会 1月  1 日 新年祝賀式　初詣
21日 御影供  7 日 七草粥　新春特別喫茶
23日 職員会議 10日 感謝祭

7月  1 日 誕生会 13日 家族会新年会（嵯峨野・広沢）
 7 日 七夕祭り 15日 誕生会
 8 日 ひろさわカラオケ居酒屋 19日 ご利用者新年会
10日 感謝祭 21日 御影供
13日 高野山参拝～ 14日 23日 ボランティアの会ふれんど新年会
21日 御影供 2月  1 日 誕生会

8月  1 日 誕生会  3 日 節分　弘応猊下祥月命日
10日 感謝祭 10日 感謝祭
 9 日 盆供養 21日 御影供
13日 うたの盆踊り 24日 サ高住広沢ヒルズ昼食会
16日 夏祭り・納涼大会　ひろさわ夏祭り 3月  1 日 誕生会
23日 地蔵盆  3 日 桃の節句ひな祭り
30日 苦情解決第三者委員会  4 日 理事会

9月  1 日 誕生会 評議員会
 9 日 彼岸法要 10日 感謝祭
10日 感謝祭 16日 彼岸法要
11日 白龍祭 21日 御影供
15日 法人全体懇親会 22日 サ高住広沢ヒルズ昼食会
19日 敬老式典 23日 職員会議
21日 御影供 25日 うたの 6周年記念

実施した主な事業実施した主な事業（平成29年度）（平成29年度）
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喜
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

新　

川　
　
　

剛

齊　

藤　

英　

男

澤　

田　

敏　

博

澤　

村　

久　

子

田　

中　

久　

子

村　

岡　

清　

枝

傘
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

井　

澤　

慶　

子

門　

田　

恵
起
彦

田　

中　

美　

好

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

青　

木　

貞　

子

太　

田　

ミ
エ
子

小　

西　

啓　

介

中　

川　

ゆ
み
子

長　

濱　

純　

子

福　

井　

愛　

子

丸　

島　

三　

郎

渡　

邉　

シ
ゲ
ノ

卒
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

上　

田　

弘　

子

大　

塚　

悦　

子

神　

田　
　
　

照

高　

田　

麻　

子

森　
　
　

茂　

子

安　

田　

美
智
子

白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

増　

永　

靜　

子

ご
利
用
者
か
ら
の
お
言
葉

養
護
老
人
ホ
ー
ム
嵐
山
寮

酒
井　

敏
子　

様

嵐
山
寮
へ
入
所
す
る
ま
で
は
京
都
の

南
区
で
姉
の
家
族
と
共
に
生
活
し
て
い

ま
し
た
。
独
り
身
だ
っ
た
私
で
し
た
が
、

年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
今
後
の
生
活

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。姉

と
共
に
役
所
に
相
談
に
行
き
嵐
山

寮
を
紹
介
頂
き
ま
し
た
。
家
族
の
支
え

も
あ
り
平
成
25
年
11
月
に
入
所
に
至
っ

た
経
緯
で
す
。

入
所
し
た
初
め
こ
そ
不
安
は
あ
り
ま

し
た
が
、
職
員
皆
さ
ん
と
て
も
親
切
で
、

す
ぐ
に
そ
の
不
安
も
な
く
な
り
ま
し

た
。
今
で
は
親
し
く
で
き
る
ご
利
用
者

の
方
も
増
え
、
皆
さ
ん
と
貼
り
絵
な
ど

作
品
作
り
を
行
う
こ
と
が
楽
し
み
で
も

あ
り
、
生
活
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
毎
日
、
職
員
さ
ん
や
ご
利
用
者

の
方
達
と
お
互
い
に
体
調
を
気
遣
い
な

が
ら
声
を
掛
け
合
っ
て
い
ま
す
。
私
自

身
、
そ
れ
が
生
活
す
る
上
で
の
一
番
の

安
心
感
で
も
あ
り
ま
す
。

入
所
す
る
際
に
支
え
て
く
れ
て
い
た

姉
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
落

ち
込
ん
だ
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他

兄
弟
や
親
族
の
支
え
も
あ
っ
た
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
も
姉
の
分
ま
で
頑
張
ろ

う
と
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
支
え
て

下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
元

気
な
姿
を
見
せ
て
い
け
る
よ
う
に
こ
れ

か
ら
も
日
々
の
生
活
に
感
謝
し
な
が
ら

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入所者のページ
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「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
嵐
山
寮

内
藤　

大
貴

昨
年
嵐
山
寮
に
入
職
し
、
介
護
職
員

と
し
て
働
き
始
め
て
一
年
が
経
ち
ま
し

た
。
今
と
な
っ
て
は
自
信
を
持
っ
て
働

け
て
い
ま
す
が
、
昨
年
の
自
分
は
仕
事

を
覚
え
る
の
に
必
死
で
毎
日
が
と
て
も

し
ん
ど
か
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

入
職
し
て
か
ら
は
ま
ず
、
自
分
が
担
当

す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
ご
利
用
者
の
お
名
前

を
覚
え
る
事
か
ら
は
じ
ま
り
、
ご
利
用

者
の
性
格
や
特
徴
を
徐
々
に
覚
え
て
い

き
、
実
際
に
お
話
を
さ
せ
て
頂
い
て
よ

り
ご
利
用
者
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

し
た
。

ご
利
用
者
の
特
徴
を
覚
え
仕
事
も
あ

る
程
度
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

頃
、
初
め
て
自
分
の
ユ
ニ
ッ
ト
の
ご
利

用
者
に
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
知
識
と
し
て
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
の
存
在
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が

自
分
が
い
ざ
行
う
と
な
る
と
何
も
で
き

ず
非
常
に
悔
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
っ
て

い
る
最
中
は
ケ
ア
を
す
る
こ
と
に
夢
中

で
あ
ま
り
そ
の
ご
利
用
者
に
対
し
て
深

く
考
え
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
自
分
は

こ
の
方
に
何
か
出
来
た
事
は
無
い
か
、

本
当
に
こ
の
ケ
ア
方
法
で
合
っ
て
い
た

の
か
、
長
い
間
生
き
て
こ
ら
れ
て
一
生

を
こ
の
特
養
で
過
ご
せ
て
本
当
に
良

か
っ
た
の
か
…
と
色
々
な
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。

今
思
え
ば
こ
の
出
来
事
が
今
の
自
分

の
ケ
ア
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
根
幹
に

な
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
自

分
の
中
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
位

置
づ
け
も
こ
の
時
に
決
ま
り
ま
し
た
。

特
養
と
は
ほ
と
ん
ど
の
ご
利
用
者
に

と
っ
て
最
後
に
生
活
す
る
住
処
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
家
で
す
。

そ
し
て
そ
の
家
の
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
家
族
や
親
戚
と
い
う
立
ち
位
置
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
そ
う
考
え
た
時
、
職

員
は
そ
う
い
う
親
戚
と
い
う
身
近
な
立

場
で
接
し
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
、
そ
れ
を
実
践
し
て
い
ま

す
。今

の
自
分
が
あ
る
の
は
一
年
目
の
出

来
事
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
す
。
今
後

も
そ
の
よ
う
な
出
来
事
、
感
じ
た
事
を

自
分
の
糧
に
し
、
ご
利
用
者
や
そ
の
他

の
様
々
な
人
、
物
に
触
れ
自
分
を
成
長

さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。







「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」

嵐
山
寮
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
う
た
の

小
嶋　

俊
輝

私
は
、
大
学
卒
業
後
に
縁
あ
っ
て
嵐

山
寮
に
就
職
し
ま
し
た
。
介
護
系
の
学

科
を
出
て
い
た
も
の
の
、
右
も
左
も
分

か
ら
な
い
所
で
働
く
事
に
少
し
不
安
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
学
の
実

習
で
は
従
来
型
の
施
設
で
し
か
経
験
出

来
て
お
ら
ず
、
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
施
設
で

働
か
せ
て
頂
く
の
は
初
め
て
の
経
験
で

し
た
。
初
出
勤
の
日
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
く
の
だ
ろ
う
と
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い

た
事
を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
。
で
す
が
、

ご
利
用
者
も
優
し
い
方
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
、
初
日
か
ら
声
を
掛
け
て
下
さ
っ

た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
が
、
ケ
ア

の
方
法
や
仕
事
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る

と
、
先
輩
職
員
の
方
々
も
優
し
く
声
を

掛
け
て
下
さ
り
、「
な
に
か
困
っ
て
い

る
事
は
な
い
か
？
」「
大
丈
夫
か
？
何

か
手
伝
お
う
か
？
」
と
、
新
人
に
寄
り

添
っ
て
相
談
に
乗
っ
て
頂
き
、
と
て
も

良
い
雰
囲
気
で
楽
し
い
職
場
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
仕
事
に
も
徐
々
に
慣
れ
、

働
い
て
い
く
中
で
、
嵐
山
寮
の
設
立
理

念
に
あ
る
言
葉
、「
感
謝
の
心
と
相
互

敬
愛
を
表
す
合
掌
の
生
活
の
中
で
、
ご

利
用
者
一
人
ひ
と
り
が
、
自
ら
の
長
寿

生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
す
た
め
の

環
境
作
り
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
ま
す
」
を

強
く
感
じ
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま

す
。「
ご
利
用
者
に
楽
し
ん
で
生
活
を

し
て
い
た
だ
く
に
は
、
ど
の
様
な
ケ
ア

を
行
っ
て
い
く
の
が
良
い
か
？
」
と

い
っ
た
事
を
話
し
合
い
、
フ
ロ
ア
職
員
・

他
職
種
・
ご
利
用
者
の
ご
家
族
と
接
し

て
い
く
中
で
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
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昨
年
度
は
、『
う
た
の
盆
踊
り
』
の

実
行
委
員
も
さ
せ
て
頂
き
、「
ど
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
ご
利
用
者
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
か
？
」
と
い
っ
た
事
を

会
議
で
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
よ
り
良

い
も
の
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る

気
持
ち
を
と
て
も
感
じ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
一
年
目
で
、
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
私
を
気
に
掛
け
て
下
さ

り
、
何
度
も
相
談
に
乗
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
先
輩
職
員
の

方
々
の
ご
指
導
も
あ
り
、
今
の
私
が
あ

る
の
だ
と
一
年
間
を
振
り
返
り
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
、
ご
利
用
者
の

気
持
ち
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ケ

ア
を
通
じ
て
引
き
出
せ
る
職
員
に
な
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。







「
一
年
を
振
り
返
っ
て
」

嵐
山
寮
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ
ろ
さ
わ

橋
本　

あ
か
ね

嵐
山
寮
に
入
職
し
て
1
年
が
経
ち
ま

し
た
。
大
学
で
社
会
福
祉
の
勉
強
は
し

て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
介
護
職
員
と

し
て
現
場
で
働
く
こ
と
に
は
不
安
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

入
職
す
る
ま
で
は
「
利
用
者
の
望
む

ケ
ア
を
す
る
の
が
当
た
り
前
」
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
現
場

に
入
っ
て
み
る
と
、
日
々
の
業
務
で

い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
で
ご
利
用
者
が
ど

ん
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
考
え
る

余
裕
が
な
く
、
職
員
都
合
で
動
い
て
し

ま
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
自
ら

希
望
を
言
え
る
方
ば
か
り
で
は
な
く
、

日
常
の
会
話
や
様
子
か
ら
ご
利
用
者
が

望
む
生
活
を
考
え
る
の
は
難
し
い
と
実

感
し
ま
し
た
。
忙
し
い
中
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
ま
ず
は
関
係
性
を
築
く
事
が

大
切
だ
と
思
い
、
時
間
を
見
つ
け
て
は

積
極
的
に
ご
利
用
者
に
話
し
か
け
る
事

を
心
が
け
ま
し
た
。
私
の
名
前
を
覚
え

て
下
さ
っ
た
り
、
会
話
の
中
で
「
生
ま

れ
は
◯
◯
で
、
◯
◯
に
住
ん
で
て
、
◯

◯
を
よ
く
し
て
た
わ
」
等
ご
利
用
者
自

身
の
過
去
を
自
ら
話
し
て
下
さ
っ
た
時

は
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
少
し
ず
つ
で
は

あ
り
ま
す
が
ご
利
用
者
と
関
係
性
が
築

け
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

1
年
経
っ
た
今
は
業
務
に
も
慣
れ
、

入
職
当
初
よ
り
は
ご
利
用
者
が
ど
う
い

う
生
活
を
望
ん
で
お
ら
れ
る
の
か
、
そ

の
方
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
が
必

要
な
の
か
等
自
分
な
り
に
考
え
る
事
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
常
の

ケ
ア
の
他
に
、
外
出
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
、
ご
利
用
者
の
喜

ん
で
お
ら
れ
る
姿
を
見
た
時
は
、
私
も

企
画
し
て
良
か
っ
た
な
と
達
成
感
を
味

わ
う
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
外
出

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ご
利
用
者

が
新
た
な
一
面
を
見
せ
て
下
さ
る
き
っ

か
け
で
も
あ
り
、
日
々
の
ケ
ア
に
も
繋

が
る
の
で
、
積
極
的
に
企
画
し
て
い
き

た
い
で
す
。

体
力
的
に
も
精
神
的
に
も
し
ん
ど
い

と
思
う
時
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者

が
見
せ
て
下
さ
る
笑
顔
や
、「
あ
り
が

と
う
。
お
お
き
に
。」
の
感
謝
の
言
葉

を
や
り
が
い
に
感
じ
、
楽
し
く
仕
事
を

さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
ご
利
用
者
の
生
活
を
支
え

る
者
と
し
て
、
尊
厳
を
大
切
に
し
、
ご

利
用
者
が
安
心
し
て
生
活
し
て
頂
け
る

よ
う
、
日
々
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

拝
啓　

平
素
は
嵐
山
寮
の
運
営
に
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
、
あ
り
が
た
く
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
広
報
誌
『
嵐
山
』
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
の
で
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
一
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
等
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
嵐
山
寮
後
援
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健

全
か
つ
順
調
に
推
移
し
て
お
り
、
こ
れ
も
偏
に
後
援
会
に

対
す
る
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物
と
深
く

感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
地
域
社
会
に
お
け
る
老
人
福
祉
活
動
を
更
に
充

実
発
展
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
の
努
力
を
し
て

い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
ご
入
会
い
た
だ
く
際
の
会
費
は
、
一
口
五
千
円

で
す
。
何
口
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

敬
具

社
会
福
祉
法
人　

嵐
山
寮

 

理
事
長　

寺
本　

演
夫












機　
関　
誌　
の　
送　
付　
に　
つ　
い　
て












※
後
援
会
費
等
を
納
入
い

た
だ
く
際
は
、
同
封
の
振

込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
会
費
納
入
は
任
意
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
用
紙

が
不
要
の
方
は
ご
面
倒
で

す
が
破
棄
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
な
お
、
郵
便
振

込
の「
払
込
表
兼
受
領
書
」

を
も
っ
て
受
領
書
に
変
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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後
援
会
29
年
度
会
費
納
入
者

 

　

平
成
30
年
3
月
31
日
現
在

秋
元　
　

徹 

浅
田　

福
子

今
井　

光
江 

岩
崎　

秋
子

上
田　

敬
治 

浦
川　

久
乃

江
島　

大
介 

江
幡　

松
子

大
江　
　

壽 

大
星
喜
代
美

川
井
美
智
子 

北
山　
　

操

九
里　

一
彦 

葛
野　

明
子

小
林　

康
隆 

斉
藤　

幸
子

酒
井　

伸
一 

上
坊
き
み
子

生
石　

和
宏 

髙
田　

眞
雄

田
中　

澄
子 

田
中　
　

都

中
岡　

昌
子 

花
輪　

正
丸

林　
　

明
美 

福
田　

幸
次

堀
田　
　

修 

松
山　

和
弘

水
江　
　

勇 

宮
川　

雅
次

宮
脇　
　

亘 

森　
　

一
応

森
本　
　

孝 

矢
原　

郁
子

山
本　

知
子

昭
竜
寺

岡
部
米
穀
店

鍵
利
商
店 

山
口　

次
郎

㈲
天
香
堂
老
舗 

奥　
　

佳
也

川
村
商
会

㈱
関
西
電
業
社

㈱
共
栄
薬
研

京
都
武
田
病
院

紅
茶
専
門
店
ア
ン
ナ
マ
リ
ア

高
野
山
京
都
別
院

嵯
峨
菊
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

岩
佐　

光
夫

㈱
嵯
峨
や
ま
じ
ょ
う

㈲
サ
ン
テ
薬
局

㈱
三
楽
ク
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

末
廣
製
麺
所

末
松
工
務
店

田
中
商
店

㈲
タ
ナ
カ
ヤ
酒
販
店

㈱
天
龍
堂

㈱
都
市
居
住
文
化
研
究
所

中
村
屋

㈲
廣
川 

牧
野　

順
二

広
沢
自
治
会
連
合
会 
澤
田　
　

勉

佛
願
寺

㈱
プ
ラ
ッ
ツ 

加
藤　

晴
夫

㈲
み
の
り 

吉
田　
　

稔

矢
間
酒
井
診
療
所 

矢
間　

博
善

㈱
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

今
井
美
智
子　
　

岩
崎　

秋
子　
　

上
田　

順
子

大
森
美
津
子　
　

奥
村　

嘉
章　
　

川
井　

敏
文

北
山　
　

操　
　

九
里　

一
彦　
　

白
子　

茂
美

高
田　

眞
雄　
　

田
中　

澄
子　
　

中
岡　

昌
子

中
西
た
え
子　
　

野
田　

美
幸　
　

林　
　

明
美

早
田　

昭
三　
　

前
田　

政　
　

前
田　

ノ
リ

前
田　

紀
子　
　

松
山　

和
弘　
　

間
處　

威
俊

宮
川　

雅
次　
　

山
下
由
美
子

嵐
山
社
会
福
祉
協
議
会 

森　
　

一
応

嵐
山
女
性
会 

淀
川　

裕
美

川
村
商
会

㈱
共
栄
薬
研

京
都
武
田
病
院 

武
田　

敏
夫

高
野
山
京
都
別
院 

柏
田　

良
辯

金
剛
院 

加
藤　

一
寧

嵯
峨
社
会
福
祉
協
議
会

嵯
峨
野
病
院 

清
水　
　

紘

昭
竜
寺 

和
多　

俊
明

㈱
末
松
工
務
店

角
田
香
勢
園

㈱
天
龍
堂 

中
村　

芳
裕

㈱
中
村
屋 

中
村　

員
也

㈱
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ッ
ト 

長
谷
川
元
夫

㈱
プ
ラ
ッ
ツ 
加
藤　

晴
夫

八
百
清 
中
村　

清
二

㈱
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ

寄　

贈　

品
敬
称
略
・
順
不
同

上
田　

和
子　
　

大
星
貴
代
美　
　

坂
本　

雅
彦

田
中　

喜
次　
　

本
郷　

和
代　
　

松
本　

朝
栄

三
村
い
さ
お　
　

山
本　

明
美

ア
ル
ケ
ル
在
宅
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ

ウ
オ
キ
有
限
会
社

岡
部
米
穀
店

柏
木
内
科
整
形
外
科
医
院

河
端
病
院
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
広
沢

河
端　

博
也

㈱
関
西
電
業
社

赤
畠　

貞
宏

学
校
法
人　

関
西
福
祉
学
園　

京
都
医
療
福
祉
専
門
学
校

辻　
　

勝
司

ぎ
ぼ
し

上
田　

敬
治

㈱
共
栄
薬
研

京
都
銀
行

京
都
府
神
社
庁

古
都
治
療
院

福
末
由
美
子

有
限
会
社　

小
林
電
気
商
会

金
光
教
四
条
教
会

㈱
嵯
峨
豆
腐
森
嘉

森
井　

源
一

嵯
峨
野
病
院

清
水　
　

紘

㈱
嵯
峨
や
ま
じ
ょ
う

上
西　

宗
男

末
廣
製
麺
所

㈱
末
松
工
務
店

ダ
イ
キ
チ
カ
バ
ー
オ
ー
ル
㈱

千
代
原
口
シ
ミ
ズ
病
院

㈱
鶴
屋
長
生

大
道　

勝
實

㈱
都
市
居
住
文
化
研
究
所

北
條　
　

誠

㈱
中
村
屋

西
宮
エ
ア
コ
ン
㈱

㈱
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ッ
ト

長
谷
川
元
夫

廣
瀬
商
店

㈱
紅
中

中
村　

晃
輔

本
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
尾
大
社







後
援
会
会
員

敬
称
略
・
順
不
同







寄　

付　

金
敬
称
略
・
順
不
同

　
　

ご
寄
附
・
ご
寄
贈
・
ご
後
援

平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
本
寮
に

対
し
、ご
寄
附
、ご
寄
贈
、ご
後
援
を
下
さ
れ
ま
し
た
方
々
の
ご
芳
名
を
記
し
、

こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

嵐
山
寮
理
事
長
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平成29年度社会福祉法人嵐山寮決算報告
 貸　借　対　照　表
（平成30年 3月31日現在） （単位：円）

資　産　の　部 負　債　の　部
【流動資産】 823,788,020【流動負債】 267,377,906

　現金預金 452,340,716 　事業未払金 125,643,472

　有価証券 17,597,990 　1年以内返済予定設備資金借入金 40,752,000

　事業未収金 351,151,404 　1年以内返済予定リース債務 13,143,552

　立替金 650 　預り金
　前払金 2,697,260 　職員預り金 24,016,012

　仮払金 　仮受金 162,870

　賞与引当金 63,660,000

【固定資産】 2,194,599,054 　固定負債 743,431,048

（基本財産） 1,577,015,155 　設備資金借入金 706,368,000

　土地 532,703,600 　リース債務 34,555,048

　建物 1,044,311,555 　退職給付引当金
（その他の固定資産） 617,583,899 　長期預り金 2,508,000

　土地 12,388,300 【負債の部合計】 1,010,808,954

　建物 71,884,430 純 資 産 の 部
　構築物 58,619,322 基本金 461,989,997

　機械及び装置 790,408 　第一号基本金 461,989,997

　車輌運搬具 4,165,532 国庫補助金等特別積立金 482,113,860

　器具及び備品 37,589,177 　国庫補助金等特別積立金（整備） 482,113,860

　有形リース資産 47,698,600 その他の積立金 361,000,000

　権利 242,834 　建設積立金 262,550,446

　ソフトウェア 1,018,296 　養護・職員処遇改善費積立金 2,639,178

　措置施設繰越特定資産 　特養・職員処遇改善費積立金 24,639,688

　差入保証金 22,187,000 　人件費積立金 14,870,688

　養護・職員処遇改善費積立資産 2,639,178 　施設整備等積立金 41,000,000

　特養・職員処遇改善費積立資産 24,639,688 　修繕積立金 9,600,000

　建設積立資産 262,550,446 　備品等購入積立金 5,700,000

　人件費積立資産 14,870,688 次期繰越活動増減差額 702,474,263

　修繕積立資産 9,600,000（うち当期活動増減差額） 104,341,787

　備品等購入積立資産 5,700,000

　施設整備等積立資産 41,000,000

　投資有価証券 【純資産の部合計】 2,007,578,120

【資産の部合計】 3,018,387,074 【負債及び純資産の部合計】 3,018,387,074
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